
アントン・ディアベリ                                              

（Anton Diabelli, 1781-1858）は、オーストリア出身の作曲家、音楽出版社の経営者、

そしてピアニストであり、主にピアノ曲で知られています。彼はベートーヴェンの《ディア

ベリ変奏曲》の主題を提供したことで広く知られていますが、自身の作品も教育的な

ピアノ曲や舞曲が多く、特に初心者向けの曲が人気を 博しました。 

ディアベリが活躍した 18世紀後半から 19世紀半ばは、古典派音楽からロマン派音楽

への移行期にあたり、音楽文化が大きく変化していた時期です。この時代は、フランス

革命（1789年）やナポレオン戦争（1803年-1815年）などの大きな社会的、政治的変

動がヨーロッパ全体に影響を及ぼしていました。音楽界では、古典派の形式的な安定

性が次第に個々の感情表現や自由な形式を重んじるロマン派へと移行していきまし

た。 

ディアベリの活動したウィーンは、音楽の中心地として重要な役割を果たし、多くの作曲

家や演奏家が集まる都市でした。彼の時代のウィーンは、ハイドン、モーツァルト、そして

ベートーヴェンなどが音楽界を支配していました。ディアベリはベートーヴェンやシューベル

トと同時代を生きた人物であり、彼らとの関わりが彼の音楽的キャリアに大きな影響を与

えました。 

ディアベリの作品は、主にピアノ曲、特に教育的な作品が中心です。彼の作品は初心

者や中級者のために書かれたものが多く、そのシンプルで明瞭な形式は  教育的な 

要素を強調しています。 

• 《ディアベリ変奏曲》の主題                                         

ディアベリの名前が広く知られるようになったのは、ベートーヴェンによる《ディアベリ

変奏曲》の主題を提供したことです。この作品は、ディアベリが他の作曲家に依

頼してまとめた《変奏曲集》の一環としてベートーヴェンに主題を送ったことがきっ

かけです。ベートーヴェンはこれに対し、33の壮大な変奏曲を作り上げました。こ

の主題は、ディアベリ自身のワルツから取られたもので、シンプルで軽快な性格

を持っています。   

• 教育的なピアノ曲                                               

ディアベリのピアノ曲の多くは、初心者向けに書かれたもので、簡潔で親しみやす



いメロディーやリズムを持っています。これらの作品は、ピアノを学ぶ子供たちに 

特に人気があり、今日でも多くのピアノ教師が教育素材として使用しています。 

• 舞曲                                                         

ディアベリはまた、数多くの舞曲を作曲しており、特にウィーン風のワルツやメヌエッ

ト、ランデラーなど、当時の社交界で人気のあった形式の曲を多く書きました。こ

れらの作品は、ウィーンの音楽文化を反映したものであり、軽快で親しみやすい

性格を持っています。  

ディアベリは音楽家としては非常に実用的で、特にピアノ教育に焦点を当てた作曲活動

を行いました。彼の音楽は、技巧的な挑戦や感情の劇的な表現よりも、明瞭でシンプ

ルな構造を重視しています。これは彼が主に教育的な目的で作曲を 行っていたことを

反映しています。 

また、ディアベリは音楽出版社を経営していたため、商業的な観点からも音楽を見てい

たと考えられます。彼は音楽が大衆に受け入れられること、そして音楽教育が広く普及

することに力を入れていました。 

人間関係 

ディアベリは多くの音楽家と交流し、特に彼の音楽出版社は多くの著名な作曲家たちと

関係を築きました。 

• ベートーヴェン: ディアベリはベートーヴェンと仕事をする機会があり、彼の《ディア

ベリ変奏曲》の主題を提供したことでも知られています。ベートーヴェンとのこの

協力は、ディアベリの名を歴史に残す一因となりました。 

• フランツ・シューベルト: ディアベリはシューベルトの多くの作品を出版しており、シュ

ーベルトとの関係も深かったとされています。シューベルトの作品が死後に広く知

られるようになる過程で、ディアベリの出版社が重要な役割を果たしました。 

• 音楽出版社: ディアベリは 1817年に C.A.スピーナ（C.A. Spina）と共同で音楽出

版社「ディアベリ＆コンパニー」を設立しました。この出版社は、ウィーンの重要な

音楽出版社の一つとして、多くの作曲家の作品を世に送り出しました。特に、ベ

ートーヴェン、シューベルト、ヨハン・シュトラウス 1世などの作品を扱ったことで知

られています。 



ディアベリは作曲家としてよりも、音楽出版社の経営者としての功績が評価されていま

す。彼の音楽は教育的なものが多く、技術的に高度な作品ではないため、彼自身の

作曲家としての評価は高くありませんでした。しかし、ディアベリの教育的なピアノ曲は、 

子供たちや初心者向けの教材として非常に広く普及しており、ピアノ教育において    

重要な位置を占めています。 

また、彼の出版社が多くの著名な作曲家の作品を広めたことにより、ウィーンの      

音楽文化の発展に大きく貢献しました。 

アントン・ディアベリは、教育的なピアノ曲を多数作曲したことで知られ、また音楽出版社

を経営することで多くの作曲家の作品を世に広めました。彼の音楽は初心者向けの教

材として非常に有用であり、今日でもピアノ教育の現場で使用されています。彼は、  

ベートーヴェンやシューベルトといった偉大な作曲家と直接的な関わりを持ち、ウィーン 

の音楽文化に重要な役割を果たしました。 

アントン・ディアベリ（Anton Diabelli, 1781-1858）は、オーストリアの作曲家であり、主にピアノ

教育者として知られています。彼はピアノ教育のための数多くの作品を作曲し、その中で

も特に「ディアベリ変奏曲」の元となるワルツが有名です。彼のピアノ作品は、教育的要

素が強く、技術的発展を助けるために書かれたものが多いですが、音楽的にも魅力的

で、生徒だけでなく一般のピアニストにも愛されています。代表的なピアノ作品をいくつか

解説します。 

 「ディアベリのワルツ」                                                

このワルツは、ディアベリが作曲し、その後ベートーヴェンがこの主題に基づいて 33

の変奏曲を作曲したことで有名です（「ディアベリ変奏曲 Op.120」）。ワルツ自体は

短く、軽快で親しみやすいメロディーを持っており、典型的なウィーン風のダンス曲

です。ディアベリの作品としては、非常にシンプルですが、このシンプルさがベートー

ヴェンにとっては豊かな創造の源となりました。 

「初歩者のためのピアノ曲集」                                    

ディアベリはピアノ教育に強い関心を持っており、特に初心者向けのピアノ曲集を

多く作曲しました。これらの作品は、技術的な発展を助けるためのものであり、簡単



なメロディーと和音進行が特徴です。音楽的な楽しさもあり、生徒が演奏を楽しみ

ながら学べるように工夫されています。 

「メロディ Op.149」                                              

これは、初級者向けの小さなピアノ曲集で、全 12曲から成り立っています。各曲は

簡単で親しみやすく、メロディックな構造を持っており、特に子供たちやピアノを始めた

ばかりの学生に適しています。ディアベリの作品の中でも、最も人気のある教育的な

作品の一つです。 

「ソナチネ集 Op.151」                                           

このソナチネ集は、ディアベリの最も有名な教育的作品の一つです。初中級者向

けに作られており、古典派の形式を踏襲したソナチネがいくつか収められています。

これらのソナチネは、技術的な学習を目的としながらも、音楽的な楽しさも持ち合わ

せており、学生がより高度なソナタへ進むための準備となります。 

 「ウィーン風ソナチネ」                                          

この作品は、ウィーン古典派の様式を取り入れたソナチネで、ディアベリらしい優雅で

軽快なメロディーが特徴です。特にモーツァルトやハイドンの影響が感じられる作品

で、形式がしっかりとしており、初心者にも理解しやすい構造を持っています。 

 「主題と変奏曲 Op.57」                                        

ディアベリは、変奏曲形式にも優れた作品を残しています。この作品は、シンプルな

主題を元にした変奏曲で、技術的な練習を目的としながらも、音楽的な創造性も

発揮されています。各変奏は異なる技法やリズムを使用しており、生徒にとって良い

練習になります。 

「ロンド形式による小品集」                                       

この作品は、ディアベリの教育的作品の一つで、ロンド形式を用いた短い楽曲が集

められています。ロンド形式は、生徒が楽曲の構造を理解しやすくするために非常

に効果的で、繰り返されるテーマが学習を助けます。この小品集は、生徒のリズム

感やフレージングの発展に役立ちます。 



ディアベリのピアノ作品は、その多くが教育的な目的を持って作曲されており、技術的な

練習を助けるためのものが中心です。しかし、その中には音楽的な美しさや、ウィーン古

典派の伝統を引き継ぐ要素も多く含まれています。彼の作品は、初心者から中級者ま

でのピアニストにとって学びやすいものでありながら、音楽的な楽しさも兼ね備えていま

す。 

また、彼の作品はシンプルで親しみやすいメロディーと、クリアな形式が特徴であり、モー

ツァルトやベートーヴェンの影響を受けつつも、独自のスタイルを持っています。 
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